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授業のフレームと日常の知- ｢何でも帳｣を主とした相互行為分析を通して-











(1) 田中毎実 ｢定時公開実験授業 (ライフサイクルと教育)(1)- 平成 8年度実施のために｣｢定時公開実験授業
くライフサイクルと教育)(2)- 一般教育と相互研修に焦点づけて｣(京都大学高等教育教授 システム開発セン
ター 『京都大学高等教育研究第2号』1996//同 『第3号』1997 所収)/ ｢大学における公開実験授業- 京都
た大学授業をめざして- 京都大学公開実験授業の一年間』玉川大学出版部 1997/田中毎実 ･杉本 均 ･溝上
慎 一 『平成8年度公開実験授業の記録 京都大学高等教育叢書3』1998など｡なお､平成9年度講義については､
大学教育学会第20回大会 (国際基督教大学/1998年6月6日)で､次のような共同発表を行った｡『連続発表 公
開実験授業の成果と課題』(｢1｢何でも帳｣から見た相互コミュニケーションと授業の生成変化 人山泰宏｣｢2
大学授業における ｢参観者｣の変化 石村雅雄｣｢3 集団討議における ｢補助手段｣としてのビデオ撮影 溝上
たが､その要旨は､『大学教育学会誌』の次号に掲載予定である｡なお､先の 『開かれた大学授業をめざして』
については､四つの懇切な書評および図書紹介 (川嶋太津夫 『IDE現代の高等教育』1998年3月号/松浦良充
『教育哲学研究』教育哲学会機関誌第77号/馬光美緒子 『近代教育フォーラム』教育思想史学会年報第 7号/別
府昭郎 『教育学研究』日本教育学会機関誌第65巻第3号)をいただいた｡四民のご苦労とご好意に対して､ここ
で感謝の意を示しておきたい｡
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